
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

小田原は、歴史・文化・産業、また、地理的にもとて

も恵まれた素晴らしい所です。子ども達に小田原の良さ

を学んでほしい、もっともっと好きになってほしいとい

う思いから、各学校に、 

〇小田原の歴史・文化等を、授業で取り上げてほしい。 

〇朝の会や帰りの会、ホームルーム等で、先生方から小

田原の歴史・文化等について話したり、学校だより等で

紹介したりすることで、子ども達の興味・関心を高めて

ほしいとお願いしています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 私が小田原を学んでほしい理由は次のとおりです。

将来、子ども達は様々な土地で生活するようになると

思います。（できれば小田原に住み続けてと思います

が）小田原にいても、交通や情報技術等はさらに発達

し、国際化は急速に進み、世界はますます身近になり

ます。 

 そうした時に、その土地で、そういった環境の中

で、また、その時代の中で、より良い人生（充実した

生活）を送り、より良い地域社会を創っていくには、

まず自国の自分の住む土地（小田原）の歴史・文化・ 

産業・気候・風土・地域社会をしっかりと理解し、 

 

 

好きになることが必要と考えるからです。自国の文化

の理解なしに他国の文化は理解できません。自分の住

む土地の良さが分からなければ、他の地域の良さは分

かりません。小田原を愛する心（郷土愛）は、将来国

際人として生きる子ども達の生きる力の礎となるもの

と考えます。 

 小田原市は、総合計画『2030ロードマップ1.0』を

作成し将来のまちの姿を描きました。この『2030ロー

ドマップ1.0』の作成にあたり、市長と関係所管に子

ども達の意見を取り入れてもらいました。このロード

マップの子ども版を作成し、市の企画政策課職員が学

校に出向いて出前講座を行っています。市長も、小学

校で小田原のまち創りについて、子ども達と意見交換

をしました。これは、まち創りに子ども達が参画して

いるということです。 

 社会力（※まごころ通信 第15・18号参照）とは、

充実した人生と、より良い地域社会を創る力ですが、

大人になって使う力ではありません。今この瞬間も、

充実した人生を送り、より良い地域社会を創ることが

重要です。社会力は、今使う力で年齢を重ねると共に

高まって（高めて）いく力です。今、子ども達はまち

創り地域創りをしているのです。 

 子ども達に、市民としての自覚とともに、より良い

地域創りに取り組んで行こうという意欲、実践力を育

んで行きたい。そうすることで、小田原市全体が、子

どもから大人までまち創り地域創りに取り組んでいる

という活気、躍動感、うねりを創り出していきたいと

思うのです。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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朝食は１日を活動的にいきいきと過ごすための大切な「スイッチ」です。 

毎朝ちゃんと「スイッチ」を入れましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

フレンチトースト【１人分】材料・分量 

・食パン １枚        ・たまご １個      ・牛乳  60ｃｃ 

・砂糖  大さじ 1/2   ・バター 大さじ１  （砂糖…適量） 

朝食は 1日の力の源。毎朝決まった時間に朝食を取り体のリズムを整えることが大切。 

朝食をとると体の中で熱が作られて、元気が出ます！体温が低いと眠たくなります。 

脳に炭水化物などの「ブドウ糖」を届けることで脳も活動モードにスイッチオン。 

① たまごを割りよく混ぜたあと、牛乳、砂糖を加えて 

さらによく混ぜる。 

② ①に食べやすい大きさに切ったパンをつけ込む。 

※３分ほどしっかりとつけ込むのがコツ！ 

③ フライパンを中火にかけ、バターを入れてとかす。 

④ パンを片面だいたい２分～３分焼き色がつくまで焼く。 

⑤ お皿にとり、お好みで砂糖をかける。 

１日の始まりに大切 

な朝食レシピを紹介します。 

動画で栄養士による「簡単！朝食 

レシピ集」も配信しているので、ぜひ 

チェックしてみてください。 

工事の様子は市のホームページから、ご覧いただけます。 

 

 
学校給食センターの老朽化に伴い、新しい学校

給食センターの整備工事が始まりました。 

令和７年４月からの給食提供開始を目指して

います。 

地場産品を活用した「小田原献立」を含め、魅

力ある給食を提供します！ 

 
▲完成イメージ 

１ 早寝 早起きして 朝ごはんを食べます。 

 

 


